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「令和 7 年度会費引き落とし」7 月 28 日口座より引落しさせていただ

きました。 

※引き落しができていない分については、年明け 1 月を予定しておりま

す。 
 

「協会年会費 直接入金のお願い」 
今年度会費を直接お振込み予定の方につきまして 

納入依頼を送付いたしましたのですみやかにご入金いただければ幸いです。 

よろしくお願いいたします。 

会費振込口座 

・銀行支店名：四国銀行 上町支店 

・口座名義：高知県医療ソーシャルワーカー協会会長中本雅彦 

・預金種別：普 通 ・口座番号：5110175 
 
 

 

報  告

 

『理事会』 
【日  時】令和 7年 10 月 9 日(木) 19：00～ 

【開催方法】オンライン(ZOOM ミーティング使用) 

【参加者 】理事：佐々木・森田・小柴・秋田・大熊・荻野・稲田・島田・上村・宮地・山光・大倉 

      出席理事：10 名 理事会成立  

      事務局：村松・清水 
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【議  題】 
   

１, 部会活動報告(事業計画・報告検討) 

 
① 社会資源調査研究部会(森田理事)  

・高知県の HP で、病床機能の報告を都度確認中、掲載がなければ R5 年度病床機能の報告を使って

調査を行っていくように部で検討中 

次回開催：令和 7 年 10 月 23 日（木）17：45～ 

 

② 生涯研修部会(秋田理事)  

・10 月の部会：10月 15 日(水)開催予定。 

・部会内では専門研修のテーマを検討中。朝日新聞の報道を受けて日本協会が倫理綱領の研修を開催し

たこともあり、生涯研修部でも、倫理綱領と紐づけた研修の案がでている。講師を依頼する方や、その

他のテーマなど理事会にて相談予定。 

次回開催：令和 7 年 10 月 15 日（水）19：00～  

 

③ 月例部会(大熊理事) 

・月例会について：開催日を、R8年 1月 30日(金)か 2 月 6 日(金)で検討中。 

次回の理事会では日程確定の報告ができる予定。 

次回開催：令和 7 年 12 月 9 日(火) 

 

④ 会報部会(稲田理事) 

・今年度の会報について、引き続き訂正箇所などの確認中。 

 

⑤ 財務部(佐々木理事) 

・9 月 19 日(金) 各部会、会計担当との財務部会開催、収支中間報告を実施。 

各部会、予算内で順調に進んでいる。各部会の会計報告の様式を統一することを決定。 

・次年度から、各部会の必要な予算の報告を受け検討していく案がでている。次回の理事会の議案と

してあげ協議予定。 

次回開催：令和 7 年 10 月 15 日 (水) 19：00～ 

  

⑥ 広報部会（事務局・通信・ＨＰ・ＳＮＳ） 

・HP 更新 9/17×1回・9/18×1 回・9/25×2 回・10/3×1回 計５件 

・ライン更新計１回 研修・トピック情報 ホームページとのリンク内容 

・通信発行 ９月号 ９月３０日発行  １０月３日 ＨＰ掲載 

 

⑦ 大会部会（島村理事） 

次回開催：令和 7 年 9月 22 日 (月) 19：00～ zoom 

・大会記念シンポジウム：今だからこそ身近に感じて学ぼう！ 

「災害時のソーシャルワーク」～災害関連団体の 

支援を学ぶ～ 開催日決定：R8年 2 月 28 日(土) 13:30～17:10 

DPAT・DWAT・DHEAT・JRAT（KRAT）に、団体紹介、支援内容の説明、その後ディスカッショ 

ンの予定。 

10 月 6日の部会の後に、DHAETの講師派遣が難しいとのことで、来週もう一度部会を開き、内容な 

ども再検討していく。次回の理事会にてあらためて報告の予定。 

 

 

 

 

 

 



2，他団体関係機関からのお知らせ・案内・名義後援等 
・高知県社会福祉協議会：ふくし就職フェア summer の後援について(お礼) 

・高知県自閉症協会：研修会・啓発講演会のご案内 

・「埼玉版 FEMA による避難所支援に係る図上訓練と 9月定例会について」案内 

・日本医療ソーシャルワーカー協会：「第 35回会長会議」案内 令和 7 年 10 月 25日、盛岡市民ホール 

・日本医療ソーシャルワーカー協会」「全国医療ソーシャルワーカー協会基礎調査」再依頼 

・高知県精神保健福祉センター：高知ダルク主催「大きな問題ではなく小さな問題の集まり、トラウマとの付

き合い方」令和 7 年 10月 15 日、県民文化ホール第 6多目的室 

・HIV 医療体制整備班主催：「第 5回HIV感染症患者の療養支援に関するNsと MSW の共同シンポジウム」

令和 7年 11月 20 日（木）リモート開催 

・千葉県医療ソーシャルワーカー協会：「ソーシャルワーカーの業務マネジメント実践編」案内 令和 7 年 10

月 19 日（日）会場：千葉市生涯学習センター（ハイブリッド開催） 

・(一社)神奈川県医療ソーシャルワーカー協会：機関誌「MSW かながわ」の送付について 

・高知県言語聴覚士会：ことこと送付について 

・高知県アディクション・フォーラム高知実行委員：「アディクションフォーラム高知 2025」案内。令和 7

年 10 月 19 日（日）、会場：太平洋学園高等学校 

・愛媛県医療ソーシャルワーカー協会：2025 年度基礎研修Ⅱ（現任研修）「学会発表実践研究を学ぼう！」

案内。令和 7 

年 10 月 19 日（日）会場：ウェルピア伊予（ハイブリッド開催） 

・高知県子ども・福祉政策部長寿社会課：「令和 7 年度高知県多職種協働によるケアマネジメント実践研究

会」案内。令和 

7 年 11月 30 日（日）県立ふくし交流プラザ 

 

3，協会代表者派遣 
・10 月 18 日（土）イオンモール高知：高知県ソーシャルワーカー三団体にてソーシャルワークの啓発、就 

職相談対応 

啓発については、既存のリーフレット配布と新たにうちわを作成配布予定 

（三団体共同出資 予算 100,000 円以内） 

相談対応には、現在理事、会員より検討中 

 

 

『会員動向』 
 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回理事会：R7 年 11 月 13 日（木）19：00～ リモート開催 

MSW 通信への記事投稿お待ちしています！ 

会員で共有したいことや全国のソーシャルワーカー仲間、関係者、国民にお伝えしたいことが 

あれば先ずはご相談ください。 

送付先は通信 yahoo アドレス kochimsw@yahoo.co.jp 

mailto:kochimsw@yahoo.co.jp


社会資源部会より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

『研修関連』 
 

基礎研修A コース 

 

日時：R7年 9月 21日(日) 9:30～17:00 

場所：近森病院管理棟 3階会議室 

講義内容：① 保健・医療・福祉をめぐる動向・諸制度の変遷 

講師：高知県立大学 西内 章氏  

② 保健医療分野におけるソーシャルワーカーの役割 

 講師：いずみの病院 仙頭 渚氏 

③ ソーシャルワークの価値・視点・専門性 

 講師：高知医療センター 丁野 江里子氏  

④ ソーシャルワークと社会資源 

講師：高知大学医学部附属病院 前田 英武氏 

 

 

●報告 

① 保健・医療・福祉をめぐる動向・諸制度の変遷 

 ソーシャルワークの方法論、保健医療福祉の理論的動向、社会保障・社会福祉をめぐる動向、近年の

施策動向などについて 

② 保健医療分野におけるソーシャルワーカーの役割 

 いずみの病院の概要、ソーシャルワーカーの定義・役割について、事例検討 

③ ソーシャルワークの価値・視点・専門性 

 ミクロ・マゾ・マクロレベルで見たソーシャルワークの価値・視点について、ソーシャルワーク専門

職のグローバル定義から見る専門性 

④ ソーシャルワークと社会資源 

 高知大学医学部附属病院の概要、社会資源の活用方法について、演習（社会資源の選択を営利企業に

委ねることの是非について） 

もみのき病院 井上稔望 

 

 

●感想 

今回の研修に参加したことで SW が行う支援における基本的なことを学び、日々の業務を振り返るこ

とができました。事例では、病院という環境で福祉の視点から支援する SW は患者・家族にとって大き

な存在であることを再確認することができました。SW であることの責任と自覚をこれまで以上に意識

して取り組んでいきたいです。他病院の SW と日々の業務になどについて話す機会があり、交流するこ

とができて嬉しかったです。研修で学んだことや気づいたことを生かして、患者さん・ご家族に寄り添

ったより良い支援ができるよう頑張っていきたいです。 

近森病院 岡林優希 

 

 
 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お久しぶりの編集後記、前回担当してから 1 年以上が経過した。 

さて社会変容はもちろんだが、人口動態が大きな節目を迎えた。2025 年は団塊の世

代のすべての人が後期高齢者 75 歳を迎えたこととなる。介護保険がスタートして 25

年、地域包括ケアシステムの確立を目指し関連する社会保障制度の多くが改定され、ま

た新たな制度が誕生してきた。ごく一部の都市を除き少子高齢多死社会となり人口減少

が当然の時代となった。多死社会故に QOD が重要となり、最期の瞬間まで「本人の意

思」が尊重された医療介護の提供が改めて注目され始めた。本人の意思を尊重すること。

私たちの日常では、様々な疾病障がいを有すること、またその人のおかれている環境な

どから、意思確認が容易でない方が少なくない。容易ではないからこそ、私たちソーシ

ャルワーカーは専門職としての倫理観を基盤にあらゆる技術や他職種仲間と協働し、そ

の人を理解しよう知ろうとする。その人に意志があることをあたりまえとし、そのプロ

セスを重んじる。医療ソーシャルワーカーとして仕事について 35 年、初心にかえり意

思決定に関わることは何ぞやと自問自答する毎日である。  

                                    土佐のマイケル                                      

★MSW 通信への記事投稿お待ちしています！ 

会員で共有したいことや全国のソーシャルワーカー仲間、関係者、国民にお伝えしたいことがあれば先

ずはご相談ください。 

送付先は通信 yahoo アドレス kochimsw@yahoo.co.jp 

 

 

編集後記 

  

おだやかな小春日和が続きますが、朝晩はとても 

次回理事会：R5 年 12 月 14 日（木）19：00～ リモート ZOOM ミーティング 



 

 

高知県医療ソーシャルワーカー協会会員 LINE！ 


